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タイプと関連しており、(1 )は「行為についての省察 (reflectionon action) Jに、(2 )は「行
為内省察 (reflectionin action)についての省察にそれぞれ当てはまるものである。
っ 、
?
??
授業(研修)の効果を把握する視点と方法としては以下の点を設定している。
①授業(研修)を通じてどのような意識変容が見られたか
事前課題と授業(研修)後の振り返りシートの内容を比較する。
②受講者へのどのような働きかけが受講者の意識変容を促進したか
授業(研修)の様子を録音し、受講者の発話内容が変化するトリガーとなった要因を抽出する。
以上に基づいて2014年度に実施した授業(研修)の成果を評価し、プログラムの効果を高めるこ
とができるよう先に設定した研究課題に却して仮説を立て、プログラムの改善を図る。 2015年度に
は改善したプログラムを再度実施してそれらの成果を確かめる。以上の実施に際しては、プロジェ
クト・メンバー相互の意見交換の成果を取り入れるとともに、研究の最終段階では、他のプロジ、エ
クト・メンバーの成果との比較を行うことにより、効果的なプログラム開発の原理を提示し、本プ
ロジェクト全体のまとめとする。
{中間段階の成果として]
2014年度に実施したプログラムの評価から、明らかになった主な点は以下のとおりである。
過去の職場経験を省察するタイプ(1 )のプログラムについては、過去の職場経験の省察に加え
て、どのようなリーダー・プロトタイプ像を自分自身が持っているのかデイスカッションを行った
研修の方が、係るディスカッションを行わなかった研修と比較すると、より高度なレベルでの意識
変容が見られた受講者の割合が高かった。具体的には、講師の講義のみで係る事項についての注意
を促した研修に比べると、係るデイスカッションを行った研修においては、研修後の振り返りにお
いて、自分自身が特定のリーダー・プロトタイフ。像を持っていることに気づいた受講者の割合が高
かったO 次年度は、過去の職場経験の省察を行う際に、その前提にあったと考えられるリーダー・
プロトタイプ像についても併せてデイスカッションするプログラムをデザインすることを通じて、
直接経験の省察がリーダー・プロトタイプ像に対する意識変容に結びつくようなプログラムの開発
をめざすこととする。
現在関与している実体験を省察するタイプ(2 )のプログラムでは、過去の職場経験を省察した
タイプ(1 )の研修で見られなかった点として、リーダー・プロトタイプ像にとらわれないリーダ
ーシップが発揮されている時の状況や係るリーダーシップが発揮されるための条件に関する気づき
が得られたことが挙げられる。次年度は、グループワークの進め方に対する講師からの指示事項を
工夫することによって、タイプ(1 )のプログラムでは得られない教育効果をより多くの受講者が
得ることができるよう、プログラム開発を進めていくこととする。
以上(文責:佐野)
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